
誰もが安心して
暮らせる地域のために
～医療通訳を通して多文化共生に取り組む～

外国人支援団体 メディサポふくい 

代表 渡邊 寧佳
（ふくい外国人コミュニティリーダー2期）

（(公財)福井県国際交流協会 中国語通訳）
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メディサポふくいの概要

≪設立年月≫ ２０２０年６月

≪メンバー≫

・医療通訳サポーター養成講座 参加者有志

・ふくい外国人コミュニティリーダー

・医療通訳実践者

≪事業内容≫
① 外国人の医療等サポート事業
② 「多文化子育て交流ひろば」開催事業
③ 担い手（医療通訳・翻訳、多文化共生に関わる人材等） の育成
④ 医療インバウンドサポート事業 ※準備中
⑤ その他、上記の目的の達成に必要な事業
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在住外国人の多様化 医療ニーズの高まり

県地域医療課の調べによると、コロナ前の平成30年10月
診療分の外国人患者数は、総計917人となっている。

参考：「福井県の外国人住民数」（令和4年度12月）

設立背景①（福井県内の外国人住民の状況）

入院, 72人

 8%

外来, 845人

 92%

参考：「福井県内の外国人患者の状況（平成30年10月診療分）」

福井県内の外国人患者の状況（平成30年10月診療分）

年間外国人患者数（12か月分）

約11,000人/年間

県国際経済課の調べによると、令和４年12月末現在の外国
人住民数は15,６８３人となっている。

【入院・外来別】

ブラジル, 48%

フィリピン, 9%

中国 9%

ベトナム 4%

アメリカ 3%

韓国 2%

インドネシア 1%
その他・不明 24%

【国籍別】

福井・坂井地区,

40%

丹南地区, 

54%

奥越地区,3%

嶺南地区,3%【地区別】
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設立背景②（県内の外国人医療支援の状況）

医療通訳ニーズの高まり

県民アンケートにおいて、生活上困っていることに「病院で
の会話」と回答した人が31.7％いた。

無回答, 12.7%

電車やバスなど、公共交通機関の利用, 11.0%

自分や家族の健康, 12.2%

新型コロナ感染症関連情報の入手, 13.7%

災害（家事・地震・浸水など）関連情報の入手, 

15.0%

税金、健康保険のこと, 18.5%

役所での会話, 20.0%

病院での会話, 31.7%

日本語の勉強, 32.4%

生活上困っていること（複数回答）上位１０位

参考：「福井県多文化共生推進推進プラン 県民アンケート」

外国人患者受入れ拠点病院の選定

多言語対応可能な拠点的な医療機関が選定された。
重症患者（カテゴリー１）： ２病院
軽症患者（カテゴリー２）：１０病院

多言語対応の内容は病院の裁量によって決まるため、受入環境の状
況にバラつきがある。
（例）多言語対応ツールの整備（タブレット等）配置、説明文書の多言語化、Voice Traの活用
…etc.

日本語によるコミュニケーションが困難な場合の対応
（実際のケース）

• ICT、アプリを活用した通訳、翻訳
• 家族・知人が同行
• 職場や監理団体の通訳が同行
• 語学ができる医療従事者が対応

【医療通訳以外が対応する際のデメリット】
・説明理解の不正確性 （≠正確性）
・バイアスがかかる （≠中立性）
・説明、宣告による心理ストレス
・ヤングケアラー など
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メディサポふくいのコンセプト

≪ビジョン≫
福井県に暮らす外国人住民が医療・福祉・保健サービスを安心・安全に利用できる環境づくりに貢献し、

多文化共生社会の形成に寄与します。

≪コンセプト≫

 個人へのアプローチ
私たちは、語学スキルとボランティアのマインドを持って、外国人住民と医療機関等との「言葉」
「文化」のコミュニケーションの仲介役として貢献します。（医療等通訳、翻訳）

 コミュニティへのアプローチ
私たちは、国際結婚や外国籍の親子、外国にルーツのある子ども、その他様々な外国人コミュニ
ティによりそいながら活動します。（子育て交流ひろば、人材の発掘・活用）

 社会へのアプローチ

私たちは、活動を通じて、国籍や文化背景、性差、宗教、価値観に左右されない多文化共生社会
の実現に取り組みます。（啓発活動、メディア出演等）

6



通訳派遣
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派遣件数合計：１１６件（2022年1月～2023年6月）

中国語：９６件、ポルトガル語：１０件、英語：３件

ベトナム語：３件、タガログ語：4件

【通訳内容】
・診察・検査説明・立会い
・術前/術後説明
・手術の立会い等
【診療科】
・内科・血液内科・内分泌代謝内科
・眼科、耳鼻咽喉科 ・整形外科 ・小児科
・脳神経内科/外科 ・循環器科 ・呼吸器科
・皮膚科 ・産婦人科 ・放射線科 ・歯科
・麻酔科 ・消化器科 ・精神科
・リハビリテーション科 ・腎臓/泌尿器科

翻訳
【内容】一部抜粋

・脳血管撮影に関する説明・同意書

（福井大学医学部附属病院）

・新型コロナウイルスで入院・退院する

方への説明文書等 （県立病院）

・分娩入院する方への説明文書

（県立病院）

・歯科検診の問診票 （歯科医師会）

・コミュニケーションボード （県立病院）



医療通訳場面（産科：産後1ヵ月検診）
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2022年2月19日 福井新聞

その他メディア掲載

〇 NHKworld中国語放送局のネットラジオ番組  
2022年1月16日(日)

〇 読売新聞 2022年2月20日(月)

〇 FM福井「Morning Tune内『ケアモア』

 2022年3月21日(月)

〇 福井テレビ 「医療通訳」利用者わずか２％…増える
外国人と医師をつなぐ“生命線”も普及に課題

2022年6月11日（土）

〇 福井テレビ 多文化共生社会を目指して

2023年4月15日（土）



多文化子育てひろばの開催
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日本人に比べて得られる情報量が少ない

孤立しがち

生活習慣や宗教等の違い

言葉の壁
…等々



課題・目標
 人材確保・資質向上

 NPO法人化
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 ネットワーキング

・人材：通訳（ポルトガル語、ベトナム語、タガログ語など）
・人材：コーディネーター（通訳や翻訳の依頼をコーディネイトする）
・アドホックやアマチュア ⇒ プロの医療通訳（担い手の発掘）

・NPO法人化し、行政や医療機関等からの信頼性を高める
・ボランティアの精神を持ちながら、地域課題に取り組むコミュニティビジネスを行っていく

・国際交流協会など外国人支援団体との連携 ⇒ニーズのマッチング、リソースの提供
・医療、福祉、保健機関との連携 ⇒医療通訳の利用促進、安全なサービスの提供

外国人・日本人双方にとってより安心・安全な暮らしのために



ご清聴ありがとうございました。
問い合わせはこちら↓↓↓

✉ medifuku01@gmail.com

mailto:medifuku01@gmail.com
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